磯崎三喜年先生のご退職にあたって by 森島 泰則
磯崎三喜年先生のご退職にあたって
A Tribute to Professor Mikitoshi Isozaki
森島　泰則 MORISHIMA, Yasunori
● 国際基督教大学

























































 Educational Studies 61
 International Christian University
133
退職記念　 In Gratitude
古典から引用したり故事に触れるなど奥行きの深
い講義をされ，リベラルアーツの中の心理学とし
て大変魅力的なものであった。そして，親しみと
ユーモアのある語り方で学生たちを巧みに授業に
引き込んでおられた。同時に，様々な問題に対し
て心理学的視点とその他の視点を対比，統合しつ
つ，ものごとの本質に迫る問いを学生に投げかけ，
心理学を専門とする学生ばかりでなく他分野を学
ぶ学生にも学問的刺激を与えられた。
　そのような授業をされる磯崎先生のもとには毎
年多くの学部生が卒業論文指導を求めて集まって
いたが，大学院でも多くの大学院生を指導し，博
士号取得者も多く輩出しておらる。磯崎先生のも
とには国内だけでなく，中国，タイ，ミャンマー
（ビルマ），スウェーデン，イタリア，アメリカな
ど海外からも大学院生が集まり，国際色豊かな研
究室を形成し，ICUの国際性にも大きく貢献して
おられた。常に精緻な研究方法と論理構成を重視
し，学生の研究能力の向上を目指す指導によって，
これらの学生が 1年目，2年目と進むにつれて，
その研究力を伸ばしていくのを見させて頂いた。
　教学改革以後の10年間は，ICUは学科制から
メジャー制への変革があり，それに伴って教員組
織も一度ならず改変があったりと大きな変革の時
代だったと言える。この間，心理学プログラムも，
カリキュラム，教員組織，学生指導などについて
大小様々な課題に直面した。その都度，心理学ファ
カルティは協議を重ね，問題解決に対処してきた
が，その中にあって磯崎先生は，栗山先生，ラッ
カム先生，小谷先生の在職中にあっては中堅とし
て，その後これら諸先生退職後は，まさに心理学
の屋台骨として中心的存在だったと言っても過言
ではない。何か課題が持ち上がるとよく，磯崎先
生のオフィスに行き，多くの書籍に囲まれた部屋
のソファに座って話し合ったことを思い出す。そ
のような会合では，当該の問題についての話し合
いからいつの間にか話題は，大学院時代からの経
験談や社会情勢へと発展して行き，時間を忘れて
ときには夜遅くまで話し込んでしまうこともしば
しばだった。私はそのような雑談的な話の中から，
大学教育のあり方や教員のあり方について磯崎先
生から多くを学んだ。
　最後に，心に深く刻まれていることとして，私
事であるが，父の葬儀の際に西村馨先生とご一緒
に静岡まで来てくださり，ご参列くださったとい
う思い出がある。お二人の姿を式場で見，ご挨拶
を受けたときには，涙がこぼれ，なんとも言えぬ
一体感を感じたことを忘れることができない。
テニスなどのスポーツで鍛え，いつも若々しい磯
崎先生がご退職の年齢に達しているとは，正直，
心理学ファカルティの誰も気がつかなかった。未
だに信じられないことだというのが率直な印象だ
が，どうもこれは現実らしい。ご退職後も ICUに
来て頂く機会はあると思うが，これまでのように
ゆっくり話をしたり，一緒に授業をしたり，そし
て，屋外にあってはあの大きなサングラス，屋内
では草履ばきという親しみ深いお姿を見れなくな
るのかと思うと寂しい限りである。ここで，これ
までの先生の数々のご貢献に深く感謝し，ICU心
理学プログラムをしっかりと引き継いでいくこと
を他の教員とともにお約束したい。
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